ARルール講習


　毎年、初めてARの大会に初めて参加する射手が、BRの大会との違いに戸惑ったり、警告を受けたり、失格となっているのを目にします。今回は、そのようなことを防ぐために、ARの試合の流れやルールを簡単に説明していきます。

＜射座入りの前に＞
　本射開始の30分前に射場長が「Athlete to the line」のコールをしたら射座に入ることができます。それまでは、射座に入ったり射座内に荷物を運んだりすることはできません。しかし、射座入り前にもやっておくべきことがいくつかあります。

☆用具検査
　競技開始前に、使用する銃器を学連員にチェックしてもらう必要があります。用具検査の持ち物は、用具検査用紙、銃、所持許可証、射手手帳（名前欄に氏名を記入）、日ラ会員証です。銃だけを検査場に持ってきて許可証をかばんの中に置いてくる人をよく見かけますが、銃刀法違反となりますので絶対にやめてください。
検査場に着いたら用検係に用具検査用紙を渡し、所持許可証と射手手帳、日ラ会員証を見せます。その後銃器を机の上のはかりの上に乗せます。この時、銃口は必ず人のいない方向へ向けるようにしてください。
用検では、以下の確認をおこないます。
・銃の認定シール：認定シールが貼ってあるか、期限が切れていないかを事前に確認しておきましょう。
・銃番号：銃番号を読み上げるように言われるので、銃番号がどこに記載されているか確認しておきましょう。
・シリンダー：保証期間の確認をしますので、シリンダーの製造期間が書いてある場所も確認しておくようにしましょう。一般的に保証期間は製造から10年です。保証期間が切れていても失格にはなりませんので、ご安心を。
検査が終わったら、用具検査用紙の用検係欄とジュリー欄にサインをしてもらえます。サインのない用具検査用紙は無効となるので、必ずサインをもらったことを確認してください。

☆標的の記入・標的検査
　銃と同様に、標的も競技前に学連員のチェックを受ける必要があります。チェックを受ける前に、標的の記入を自分でおこないます。記入には黒のボールペンを使ってください。標的を受け取ったら、左下の射撃順序の欄に、試射的はSS1～SS4、本射的は1~60の番号を順番に記入していきます。射群―射座欄には自分の射群・射座番号を記入します。立射の場合は射撃姿勢の欄は空欄で構いません。番号の記入はすべて学連数字を使用してください（1，4，5，7）。番号を書き間違えたり、学連数字でない数字を記入したりしてしまった場合は、間違った箇所を二重線で消し、そのすぐ横に正しい数字を記入して、訂正印を押します。このとき、訂正印は間違った箇所と新しく書いた箇所の両方にかぶるようにおしてください。また、訂正箇所がある場合には標的検査用紙の訂正箇所欄に記入してください。（※射群・・・男子：1，2，3 　女子：A，B，C　副種目：X，Y，Z）
　標的の記入を終えたら、標的検査用紙に必要事項を記入し、標的と一緒に検査場に持って行ってください。未検査の標的を置くための机が設置されているので、用紙と標的を置いておいてください（検査済み標的のエリアに置かないように注意）。少し時間をおいてから検査場に戻ると、合格もしくは不合格のエリアに検査済みの標的が置いてあるはずです。合格の場合は、標的検査用紙の検査員サイン欄にサインがあること、本射1枚目にSRAJ印がおしてあることを確認してください。不合格の場合は、訂正が必要な個所が指示されるので、そこを訂正してもう一度提出してください。

☆ゼッケンの用意
　ジャケットの背中にゼッケンを貼らないと競技に参加することはできません。ゼッケンは学連のHPに上がっているので事前に印刷して持参しましょう（各校で用意されていることもあり）。ゼッケンには記入欄が4段あるので、1段目に射群―射座、2段目に氏名、3段目に大学名、4段目に大会名（正式名称）を記入してください。記入するときはマジックペンなどを使い、射場役員がしっかり読めるような大きさ・太さ・濃さで記入しましょう。ゼッケンは競技中に落ちないように、クリップや安全ピンなどで留めてください。(ガムテープなどの粘着物はルールで禁止されているので使用しないようにしましょう。)

○装備のチェック
[bookmark: _GoBack]　競技後、フォローアップ検査に引っかかる場合があります。フォローアップ検査では、銃器だけでなく、射撃コートの固さ・厚さ・前合わせやシューズ、グローブなどあらゆるものが検査され、規定を満たさない項目があれば失格となります。心配な場合は、空き時間に検査場に行って検査してもらいましょう。特に、コートの固さは気候や気温などによって変化することもあるので注意してください。

＜射座入り～試射開始まで＞
　Athlete to the lineのコールがかかったら、射座に入ることができます。銃のセッティングなどの準備・据銃・空撃ちができます。射座入りから試射開始までは15分間あります。エアや弾を出すことはできません。また、銃検用紙、的検用紙、所持許可証、射手手帳、日ラ会員証を後ろの棚の上に置いておきます。
＜試射時間＞
　射場長の「Preparation and sighting time start」のコールがかかったら試射開始です。Startのコール前にエアや弾を出した場合はペナルティが与えられます。また、エア出しをする場合は「エア出します」とコールをしてエア出しをすることができます。また、試射時間開始から本射終了まで、以下のことが禁止となります。
①役員・選手以外の射撃エリアへの進入
②ギャラリーと選手の会話（コーチングに該当）
③射場役員の許可なしに射座を離れること
初めての大会で②と③の違反をしてしまう人が多いです。試射時間が始まってから、何らかの疑問が生じた際に、射撃エリアの外にいる先輩に助けを求めて話かける・射撃エリアの外にいる先輩に質問に行くというケースがほとんどですが、これらの行為はコーチングにあたり、警告が与えられます。困ったことがあったら「射場長！」と呼べば役員が助けにきます。どんな些細なことでも、わからないことや困ったことがあったら遠慮なく射場役員に声をかけてください。また、射撃エリアの外にいるコーチと話したい、トイレに行きたいなど射座を離れたいときには、必ず射場役員を呼び、安全確認をしてもらってから射座を離れてください。射座を離れるときは必ず所持許可証を携帯してください。安全確認を怠ると警告が与えられます。
　試射時間は15分間与えられ、弾数は無制限です。試射的が4枚与えられるので、必ずそれを使用してください。試射時間30秒前に射場長が「30Seconds」のコールをするので、時間の目安にしてください。射場長が「Preparation and sighting time stop」とコールした時点で試射時間終了となります。コールの後に許可なくエアや弾を出した場合も、ペナルティが科されます。もしStopのコールがかかった時点で銃器にエアや弾が入っていたら、射場役員を呼び、射場役員の立ち会いのもとで「エア出します」「弾出します」とコールをしてから放出してください。
　Stopのコールがかかったら、試射的4枚を輪ゴムでまとめ、椅子の上や床に置いてください。

＜本射＞
　射場長の「Match firing start」のコールで本射開始です。1枚目から順番に撃っていき、10枚撃つごとに輪ゴムでまとめて椅子の上あるいは床に置いてください。また、試射中にも言えることですが、エア暴発・暴発・超過弾などのトラブルが発生した際には必ずすぐに射場役員を呼んでください。
　標的をすべて撃ち終えたら、銃器を安全状態にして射場長を呼んでください。その後安全確認をしてもらったら射座から離れることができます。このときも所持許可証を忘れずに携帯してください。フォローアップに引っかかった場合はフォローアップ検査用紙と銃器、グローブを持って、射撃コートを着たままフォローアップ検査場に向かってください。
　自分が撃ち終わっても、射場長が全的射撃終了のコールをするまでは、銃器を片づけたりシリンダーを外したりすることはできないので注意してください。


＜Final＞
☆出頭（出頭時間はアナウンスがあります）
　Final前に選手の出頭があります。当該種目の本選が終わったらファイナリストの出場者と出頭時間のアナウンスがありますのでちゃんと聞いておきましょう。フォローアップ検査用紙、所持許可証、射手手帳を持参して遅刻しないように出頭場所（宮の沢ではたいてい審査室）に来てください。射場の時計は少し遅れていることがありますが、出頭時間は射場長の時計で管理するので注意してください。遅刻した場合は2点減点となります。また、フォローアップ検査用紙が手元にない場合はFinal用検を受けてもらいます(お金を払って再度フォローアップ検査を受けることになります)。
　出頭からAthlete to the lineまでの間、銃器や荷物の持ち込み、準備が可能です。ただし、据銃や空撃ちなどはできません。準備が終わったら銃器を安全状態にして一旦射座から離れてください。Final中は射座内に椅子やガンケースなどの荷物をおくことが一切できません。射撃に必要なものは射撃机の上に置き、それ以外の荷物はすべて射座の外に出してください。

☆射座入り
　Athlete to the lineのコールがかかったら再び射座に入ることができます。試射開始まで2分間ありますが、銃器の取り扱い、据銃・照準練習が認められます。ただし、空撃ちは認められません。射座入りの際にはコート、靴をしっかり着ていなければなりません。コートを着ていない、ボタンを留めていない場合、コールがかかっても射座に入れませんので気を付けてください。

☆試射開始
　Preparation and sighting time startの号令後、選手はセーフティフラッグを取り外し、空撃ち、エア入れ、弾の装填、撃発が認められます。試射時間は5分間、弾数無制限です。試射終了30秒前になったら「30Seconds」のコールがかかります。「Stop. Unload」のコールがかかったら試射終了です。エアや弾が残っている場合は射場役員の立会いのもとコールをしてエア出し・弾出しをしてください。試射的は4枚輪ゴムでまとめて回収係に渡してください。また、これ以降空撃ちは禁止となります。

☆ファイナリストの紹介
　試射が終わったらファイナリストの紹介が始まるので、セーフティフラッグを挿入して銃器を安全状態にしてください。選手紹介中は銃器には触れないでください。ファイナリストの紹介が終わっても、射場長のコールがあるまでセーフティフラッグを抜いてはいけません。「Take your position.　選手の皆様はセーフティフラッグを抜いてください」のコールでようやくフラッグを抜くことができます。

☆第1ステージ開始
　第1ステージでは、4分10秒間(250秒)で5発(1シリーズ)を2シリーズ撃ちます。「For the first[next] competition series …Load」のコールで弾の装填が認められます。エアはloadのコール前であっても装填が認められます。Loadとは「弾と銃器が接触した状態」と定義されているため、loadの前に弾と銃器が接触した場合は警告が与えられます。Loadの後、少し間をおいてStartのコールがかかったら撃発が認められます。5発撃ち終わったら輪ゴムでまとめ、Stopの号令後に回収係に渡してください。

☆第2ステージ
　第2ステージでは50秒で1発ずつ撃っていき、2発ごとに得点の最も低い選手が脱落し、順位が決定していきます。こちらも「For the first[next] competition shot …Load」のコール後に弾の装填が認められ、Startで撃発ができます。早く撃ち終わっても「Stop. Unload」のコールがあるまでは標的を戻さないでください。コールがかかったら標的を戻して回収係に渡し、次の標的を送ります。
　脱落した場合は、銃器を安全な状態にして、射場長に安全確認をしてもらってから待機場所に移動してください。このときも所持許可証を忘れずに携帯して移動するようにしましょう。
